
◆市町村間で都市機能を連携させたい 

都市間ネットワークを強化したい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 

 

【取組みの目的】 

 

 

名 称 八戸圏域定住自立圏 

場 所 八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市町村 

取組みの 

背景 

○圏域全体の人口は平成 17 年から減少に転じており、現状のままで推移すれば、高齢化の

進行と相まって、地域活力の一層の低下が懸念される。 

○また、同様に、生活関連サービスや多様な地域資源を維持していくことも、これまで以上に

困難になることが想定される。 

○このため、八戸市を中心市とした八戸圏域定住自立圏の取組が８市町村によって行われて

いる。 

取組みの 

概要 

○主な連携施策 

・（仮称）圏域公共交通計画の策定及び推進（全市町村） 

・ⅠＣＴインフラの基盤整備及び利活用（全市町村） 

・地域医療体制の充実（八戸市、三戸町、五戸町）、救急医療体制の充実（全市町村）、周

産期医療体制の充実（全市町村） 

・子育て支援の充実（全市町村） 

・農業振興に係る情報提供体制の構築（全市町村） 

・グリーン・ツーリズムの推進（八戸市、三戸町、田子町、南部町、階上町） 

・空き家バンクを活用した移住促進（全市町村） 

・安全・安心情報システムの構築（全市町村） 

 

 

出典：八戸市ホームページ 

各市町村は、それぞれ市民へのサービスの提供に努めているが、厳しい財政状況等を踏まえると、市町

村単独で質の高いサービスを提供し続けることは困難と考えられる。今後地方圏において住民が安心して

暮らしていくためには、圏域の核となる中心市と周辺市町村が相互に連携・協力しながら、生活に必要な都

市機能を確保し、全体として魅力あふれる地域を形成していくことが求められる。 

【青森県八戸市ほか】 

⇒上記の課題に対し、八戸市を中心市とした８市町村において、八戸圏域定住自立圏の形成に向けた取組

みを行っている。 



活用制度・

事業 

○定住自立圏構想 

取組みの 

効果 

○圏域で実施するのは、ドクターカー運行や子育て支援、農業情報提供、公共交通計画策定

など計２０事業。人口減少が進む中、圏域全体で必要な生活機能を確保し、定住を促進す

ることが期待される。 

○２０事業のうち、平成 21 年度内に始まるのは、八戸市立市民病院へのドクターカー導入や

圏域内の公立病院への周産期医療機器整備、バスや鉄道などの公共交通計画の策定、Ｉ

ＣＴ（情報通信技術）インフラ整備、安全・安心情報発信事業の圏域拡大の５事業で、これら

に係る事業費は平成 21 年度の八戸市補正予算で措置済み。 

○公共交通計画については平成 21 年 11 月、関係市町村、バス事業者などが策定作業に着

手するなど、着実に前進している。 

○平成 22 年度には子育て支援や農業情報の提供、交流・移住促進のための情報発信、空き

家バンク制度構築など計１５事業がスタートする。 

○子育て支援事業では、市のファミリーサポートセンター事業や子育てサロン事業などの圏

域全体への利用者拡大に重点を置く。  

○農業情報提供事業では、圏域内の農業情報の収集・発信を行うほか、市農業交流研修セ

ンターの体制を拡充し、圏域内の新規就農希望者に研修機会を提供するとともに栽培技術

情報を提供することとしており、農業の活性化に役立つものと期待される。 

○交流・移住促進の情報発信や空き家バンク制度構築では、市東京事務所を窓口に首都圏

の住民へ観光、雇用、空き家情報などを発信し、“Ｕ・Ｉ・Ｊターン”を促進する。 

 問い合わせ先：八戸市総合政策部政策推進課 【TEL】0178－43－2111


